




ドライホルム　(廃液凝固剤)

④　凝固後③　ドライホルム投入直後

②　廃　液

　予めドライホルムを入れておく方法もあります。①　ドライホルム使用例







ドライシートホルム

解剖処置や解剖実習中に体内から漏れ出る体液を吸水する。
吸水された体液は凝固するうえ、ホルムアルデヒドを吸着し別の物質にする。
又多少の圧力を加えても再放出いたしません。

◎下面は防水シートなので水を通しません。
◎実習台上もシートを敷くことで掃除が簡単です。
◎実習中に２回～３回交換するとより効果的です。
◎焼却してもほとんど残渣がなく、水と二酸化炭素に分解一般の木材等を焼却した時と変わりません。
 　納棺時も予め敷いてお使いください。

ドライシートホルム　廃液吸水・消臭シート
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イメージ図 ドライシートホルム断面

　ｻｲｽﾞはＷ2000×Ｄ600
　吸水量は最大10 ℓ


